
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：エンジンフードに貼る注意ラベルで識別する。 

 

不 具 合 発 生 箇 所

改善の内容 
① 全車両、エンジンオイルをフラッシングし、オイルフィルターを対策品に交換するとともに

エンジンフードに純正外のオイルフィルターを使用しない旨の注意ラベルを貼る。 
② エンジン内部での金属粉の発生を抑制するため、燃焼改善プログラムが入っていない車両は、

エンジン制御コンピュータのプログラムを書き換える。 
③ 全車両、バキュームポンプを点検し、負圧生成能力の低下が認められるものは、バキューム

ポンプを新品に交換する。但し、部品の準備に時間を要すため、負圧生成能力の低下が軽微

なものは、部品の準備が整い次第、後日、交換する。 
④全車両、ターボチャージャーを点検し、加速不良及びターボチャージャーからの異音等の異常

が認められるものは、ターボチャージャーを新品に交換する。 

ディーゼルエンジン用のオイルフィルターにおいて、リリーフバルブの開弁圧が不適切なため、

エンジン内部で発生する金属粉がオイルフィルターで捕捉されないことがある。そのため、バ

キュームポンプに金属粉が侵入し軸が摩耗した場合、負圧生成能力が低下し、エンジン低回転

時にブレーキペダルを短時間に複数回踏むと、一時的にブレーキアシスト力が低下するおそれ

がある。また、ターボチャージャーに金属粉が侵入し軸が摩耗した場合、加速力の低下及び異

音が発生するおそれがある。 
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注)      は、交換する部品又はプログラムを書き換える部品を示す。 


